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―
御
社
の
成
り
立
ち

は
？
　
「
安
川
電
機
１
０
０
％
出

資
で
、
２
０
１
８
年
８
月
に

設
立
し
た
。
従
業
員
は
　
人
５６

で
、
ま
だ
若
い
会
社
だ
。
安

川
電
機
が
創
立
１
０
０
周
年

を
迎
え
た
　
年
に
、
長
期
経

１５

営
計
画
『
２
０
２
５
年
ビ
ジ

ョ
ン
』
を
策
定
し
、
そ
の
方

針
の
ひ
と
つ
、
メ
カ
ト
ロ
ニ

ク
ス
の
応
用
領
域
に
よ
る
新

規
分
野
へ
の
事
業
拡
大
の
中

で
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会

の
実
現
に
貢
献
し
、
食
の
安

全
と
安
定
供
給
を
実
現
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｓ

を
立
ち
上
げ
る
に
至
っ
た
」

　

―
主
な
事
業
内
容
は
？

　
「
１
つ
目
は
植
物
工
場
シ

ス
テ
ム
。
播
種
か
ら
収
穫
ま

で
を
す
べ
て
自
動
化
し
た

『
ア
グ
リ
ネ
』
は
、
安
全
、

安
定
、
省
ス
ペ
ー
ス
で
野
菜

を
栽
培
で
き
る
シ
ス
テ
ム

だ
。
２
つ
目
は
食
品
ロ
ボ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
で
、
安
川
電
機

の
人
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る

『
Ｃ
ｏ
ｂ
ｏ
Ｐ
ａ
ｌ
（
コ
ボ

壬

腎

甚

訊
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下期も案件豊富で安定推移
（電設は堅調も市販頭打ち）

森田卓寿社長

　
新
潟
県
見
附
市
に
本
社
を
構
え
る
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｓ
は
、
安
川
電
機
１
０
０
％
出
資
の
子
会

社
と
し
て
２
０
１
８
年
８
月
に
設
立
さ
れ
た
。
安
川
グ
ル
ー
プ
が
掲
げ
る
中
期
経
営
計

画
の
、
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
応
用
領
域
に
よ
る
新
規
分
野
へ
の
事
業
拡
大
の
も
と
、
植

物
工
場
シ
ス
テ
ム
「
ア
グ
リ
ネ
」
と
食
品
自
動
化
装
置
「
Ｃ
ｏ
ｂ
ｏ
Ｐ
ａ
ｌ
」
を
軸
に
、

食
の
安
全
と
安
定
供
給
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
世
界
初
と
な
る
、
播
種
か
ら
収

穫
ま
で
を
自
動
化
し
た
ア
グ
リ
ネ
は
、
６
月
の
「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
で
多

く
の
来
場
者
か
ら
注
目
さ
れ
た
。
ア
グ
リ
ネ
の
事
業
推
進
を
最
重
要
課
題
に
挙
げ
る
同

社
の
森
田
卓
寿
代
表
取
締
役
社
長
に
、
ア
グ
リ
ネ
の
特
色
や
今
後
の
展
開
を
聞
い
た
。

パ
ル
）
』
だ
。
収
納
す
る
柵

が
な
く
て
も
パ
レ
タ
イ
ズ
で

き
、
狭
い
工
場
で
も
人
と
ロ

ボ
ッ
ト
が
共
存
し
な
が
ら
安

全
に
作
業
が
で
き
る
」

　

―
市
場
動
向
は
？

　
「
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
自
動

化
の
ニ
ー
ズ
は
非
常
に
高
ま

っ
て
い
る
。
６
月
の
『
Ｆ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
Ａ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
』
で

も
、
多
く
の
来
場
者
が
ア
グ

リ
ネ
に
興
味
を
示
し
て
い

た
。
大
手
食
品
工
場
を
は
じ

め
　
社
ほ
ど
引
き
合
い
が
あ

１０
り
、
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
の
高

さ
を
感
じ
て
い
る
」

　

―
　
年
度
の
事
業
見
通

２３

し
は
？

　
「
当
社
単
体
で
は
、　

年
２２

度
比
で
売
上
は
約
　
％
増
の

５０

予
想
だ
。
Ｃ
ｏ
ｂ
ｏ
Ｐ
ａ
ｌ

が
主
力
に
な
る
」

　
年
、
ア
グ
リ
ネ
誕
生
 

２１
３
分
の
１
の
省
人
化

　

―
ア
グ
リ
ネ
の
特
長

は
？
　
「
　
年
に
研
究
開
発
に
着

１３

手
し
、　

年
に
安
川
電
機
の

１４

水
巻
工
場
で
『
ア
グ
リ
ネ
』

の
原
型
と
な
る
１
千
株
シ
ス

テ
ム
の
実
証
実
験
に
着
手
、

　
年
に
世
界
初
と
な
る
野
菜

２１の
自
動
収
穫
シ
ス
テ
ム
が
誕

生
し
た
。
施
設
内
で
、
植
物

の
生
育
に
必
要
な
環
境
を
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
空
調
、
養
液

供
給
な
ど
に
よ
り
人
工
的
に

制
御
し
て
野
菜
を
栽
培
・
収

穫
で
き
る
。
ま
た
、
農
業
経

験
が
な
く
て
も
、
年
間
を
通

じ
て
栽
培
で
き
る
。
現
在
、

当
社
工
場
に
ア
グ
リ
ネ
を
設

置
し
、
実
証
・
プ
ロ
モ
ー
シ

な
い
た
め
、
洗
わ
ず
に
食
べ

ら
れ
る
。
ま
た
、
従
来
の
栽

培
で
生
じ
て
い
た
、
収
穫
後

の
洗
浄
・
消
毒
工
程
に
よ
り
、

色
味
や
味
が
落
ち
て
し
ま
う

こ
と
も
な
い
」

　

―
既
存
の
植
物
工
場
シ

ス
テ
ム
と
の
違
い
は
？

　
「
コ
マ
＆
レ
ー
ル
方
式
を

採
用
し
、１
株
単
位
で
播
種
、

間
引
き
、
移
植
、
収
穫
ま
で

自
動
化
し
て
い
る
こ
と
だ
。

各
コ
マ
の
再
利
用
と
、
食
用

ゲ
ル
培
地
の
再
資
源
化
で
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
貢
献
す
る
。

ま
た
、
作
業
者
の
熟
練
度
や

感
覚
に
頼
ら
な
い
た
め
、
作

業
に
バ
ラ
つ
き
が
な
く
、
安

定
し
た
栽
培
・
収
穫
が
可
能

だ
。
さ
ら
に
、
従
来
の
パ
ネ

ル
栽
培
に
比
べ
て
３
分
の
１

の
省
人
化
、
２
分
の
１
の
省

ス
ペ
ー
ス
化
を
実
現
し
、
栽

培
や
設
備
の
環
境
を
管
理
す

ョ
ン
用
に
稼
働
さ
せ
て
い
る
。

　
当
時
、
食
品
工
場
を
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
、
異
常

気
象
や
天
候
不
順
に
よ
る
食

材
の
仕
入
れ
、
価
格
、
異
物

混
入
を
含
め
た
品
質
、
の
不

安
定
さ
に
苦
慮
し
て
い
る
と

い
う
声
が
多
か
っ
た
。『
ア

グ
リ
ネ
』
は
年
間
を
通
し
て

栽
培
で
き
る
た
め
、
生
産
量

と
価
格
が
安
定
し
、
害
虫
リ

ス
ク
が
な
い
。
農
薬
も
使
わ

る
シ
ス
テ
ム
も
自
動
化
し
て

い
る
」

　

―
栽
培
品
種
は
？

　
「
現
在
は
、
リ
ー
フ
レ
タ

ス
、
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
、
ミ
ズ

ナ
や
カ
ラ
シ
ナ
な
ど
　
種
の

１０

野
菜
を
栽
培
中
だ
。
生
産
数

は
　
日
栽
培
で
１
日
に
約
４

４０
５
０
株
と
い
う
ス
ペ
ッ
ク
だ
。

他
に
も
エ
ゴ
マ
や
バ
ジ
ル
な

ど
の
入
手
し
に
く
い
高
級
野

菜
も
安
定
的
に
栽
培
す
る
こ

い
た
だ
い
て
い
る
。
他
に
見

附
市
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ

ー
デ
ン
ホ
テ
ル
『
レ
ア
ン
ト
』

の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
採
用
さ
れ

て
い
る
。『
他
の
植
物
工
場

野
菜
と
比
べ
て
美
味
し
い
』

『
彩
り
が
あ
り
食
事
に
映
え

る
』
と
い
っ
た
声
の
他
に
、

『
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
２
週
間

は
品
質
劣
化
せ
ず
に
長
持
ち

す
る
』
と
い
っ
た
声
を
い
た

だ
い
た
。
こ
れ
は
露
地
栽
培

で
は
細
菌
数
が
　
の
６
乗
と

１０

多
く
、
賞
味
期
限
も
３
～
４

日
と
短
い
の
に
対
し
、
ア
グ

リ
ネ
で
は
　
の
２
乗
と
圧
倒

１０

的
に
少
な
い
こ
と
か
ら
、
賞

味
期
限
も
１
～
２
週
間
と
長

く
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、

フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
に
も
一
役

買
っ
て
い
る
」

　

―
海
外
へ
の
展
開
は
？

　
「
現
在
は
国
内
向
け
が
メ

イ
ン
だ
が
、
海
外
展
開
も
視

と
が
可
能
だ
。
香
り
の
強
い

葉
物
や
ハ
ー
ブ
類
は
、
害
虫

が
付
き
や
す
い
た
め
栽
培
時

に
農
薬
を
散
布
す
る
が
、

『
ア
グ
リ
ネ
』
で
は
無
農
薬

で
虫
や
土
の
付
着
も
な
い
」

　

―
顧
客
の
声
は
？

　
「
新
潟
を
中
心
に
店
舗
展

開
す
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
『
原
信
』
に
、
商
品
化

し
た
『
　
種
の
ア
ソ
ー
ト
パ

１０

ッ
ケ
ー
ジ
』
を
取
り
扱
っ
て

野
に
入
れ
て
い
る
。
も
と
も

と
海
外
の
方
が
ニ
ー
ズ
が
あ

る
と
考
え
、
北
米
や
中
国
な

ど
で
市
場
調
査
を
進
め
て
い

る
。
将
来
的
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト

は
海
外
と
み
て
い
る
」

　

―
今
後
の
開
発
の
方
向

性
は
？

　
「
収
穫
後
の
工
程
の
自
動

化
だ
。
現
在
、
ト
リ
ミ
ン
グ

作
業
や
、『
　
種
の
ア
ソ
ー

１０

ト
パ
ッ
ケ
ー
ジ
』
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
ン
グ
は
、
人
手
に
頼
っ

て
い
る
。
特
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ン
グ
だ
け
で
数
分
か
か
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
包
装

機
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
て
自

動
化
を
検
討
し
て
い
る
。
来

年
度
に
は
、
検
証
ラ
イ
ン
の

製
造
に
入
り
た
い
。

　
ア
グ
リ
ネ
が
従
来
の
栽
培

方
法
に
置
き
換
わ
る
と
い
う

よ
り
も
、
高
齢
化
と
人
手
不

足
が
深
刻
な
農
業
を
支
え
ら

れ
た
ら
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
ロ
ボ
ッ
ト
・
モ
ー
シ
ョ

ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
技
術
を
含

め
た
、
新
し
い
野
菜
の
栽
培

・
生
産
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」

Ｃ
ｏ
ｂ
ｏ
Ｐ
ａ
ｌ
 

柵
な
し
で
パ
レ
タ
イ
ズ

　

―
人
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
Ｃ

ｏ
ｂ
ｏ
Ｐ
ａ
ｌ
の
特
長
は
？

　
「
人
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
で
、

業
界
最
重
量
と
な
る
最
大
　３０

㎏
ま
で
、
柵
が
な
く
て
も
パ

レ
タ
イ
ズ
で
き
る
。
架
台
設

置
面
積
は
７
０
０
×
１
千
１

０
０
㎜
と
コ
ン
パ
ク
ト
で
、

従
来
品
と
の
面
積
比
は
約
２

分
の
１
と
省
ス
ペ
ー
ス
化
も

実
現
し
た
。
ま
た
、
操
作
性

も
良
く
、
ボ
タ
ン
ス
イ
ッ
チ

や
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
、
機
械

に
不
慣
れ
な
オ
ペ
レ
ー
タ
で

も
安
心
し
て
操
作
で
き
る
」

　

―
対
象
製
品
は
？

　
「
吸
着
ハ
ン
ド
で
は
、
箱

吸
着
、
ペ
ー
ル
缶
吸
着
や
袋

体
吸
着
な
ど
、
把
持
ハ
ン
ド

で
は
、
コ
ン
テ
ナ
や
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
な
ど
、
幅
広
い
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
を
提
案
し
て
い

る
。
対
象
製
品
に
合
っ
た
最

適
な
ハ
ン
ド
を
開
発
・
設
計

で
き
る
か
が
重
要
だ
」

　

―
顧
客
の
声
は
？

　
「
動
線
が
短
く
な
り
生
産

性
が
上
が
っ
た
、
通
路
が
広

く
な
っ
て
ケ
ガ
防
止
に
つ
な

が
っ
た
、
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更

が
し
や
す
い
、
な
ど
の
声
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、

『
２
０
２
４
年
問
題
』
を
前

に
、
集
荷
・
配
送
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え

て
い
る
」

　

―
生
産
体
制
に
変
化

は
？
　
「
Ｃ
ｏ
ｂ
ｏ
Ｐ
ａ
ｌ
を
含

め
、
顧
客
か
ら
多
く
の
注
文

を
い
た
だ
き
、
ア
グ
リ
ネ
の

海
外
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
強

化
す
る
た
め
、
技
術
者
、
設

計
者
、
製
造
者
な
ど
を
増
員

す
る
予
定
だ
」

　

―
中
長
期
的
な
計
画

は
？
　
「
ま
ず
は
、
安
川
グ
ル
ー

プ
の
中
期
経
営
計
画
『
ｒ
ｅ

ａ
ｌ
ｉ
ｚ
ｅ
　
』
の
最
終
年

２５

で
あ
る
　
年
度
に
向
け
て
、

２５

ア
グ
リ
ネ
を
事
業
と
し
て
成

立
さ
せ
る
こ
と
だ
。
そ
の
た

め
に
、
国
内
実
績
を
積
み
重

ね
、
海
外
で
の
事
業
モ
デ
ル

を
作
り
上
げ
た
い
」

　

―
最
重
要
課
題
は
？

　
「
ア
グ
リ
ネ
と
い
う
新
し

い
事
業
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に

お
い
て
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
保
っ
て
い
く
こ
と
だ
。
私

自
身
が
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
高
さ
を
従
業
員
に
伝
え
、

将
来
性
や
価
値
を
共
有
し
な

が
ら
、
ア
グ
リ
ネ
の
事
業
を

推
進
す
る
こ
と
が
重
要
だ
」

【
略
歴
】
森
田
卓
寿
（
も
り

た
・
た
く
じ
）
＝
１
９
７
４

年
（
昭
和
　
年
）
５
月
９
日

４９

生
ま
れ
。　

年
３
月
広
島
大

９７

学
工
学
部
卒
業
、
安
川
電
機

入
社
。　

年
９
月
モ
ー
シ
ョ

０１

ン
コ
ン
ト
ー
ル
事
業
部
、　１２

年
３
月
営
業
統
括
本
部
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
部
。　

年
８
月

１８

Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｓ
。
　

年
３
月
Ｆ
Ａ

１９

Ｍ
Ｓ
代
表
取
締
役
社
長
。

【
趣
味
】朝
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
。

再
び
大
き
く
上
昇
に
転
じ
て

お
り
、　

年
４
Ｑ
基
準
価
格

２３

の
高
水
準
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
を
挙
げ
る
。
ま
た
、
主
原

料
の
フ
タ
ル
酸
製
造
コ
ス
ト

や
粗
原
料
の
混
合
キ
シ
レ
ン

の
高
騰
、
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ

費
上
昇
や
、
設
備
維
持
費
な

ど
も
あ
り
、
コ
ス
ト
吸
収
が

難
し
く
な
っ
た
と
し
た
。

　
３
社
は
、
今
後
も
原
料
を

確
保
し
、
安
定
供
給
を
維
持

し
て
い
く
た
め
、
価
格
改
定

を
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

判
断
し
た
。

　
可
塑
剤
メ
ー
カ
ー
の
ジ
ェ

イ
・
プ
ラ
ス
、
シ
ー
ジ
ー
エ

ス
タ
ー
、
新
日
本
理
化
の
３

社
は
９
月
、
フ
タ
ル
酸
系
可

塑
剤
（
Ｄ
Ｏ
Ｐ
／
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｐ

な
ど
）
の
価
格
改
定
を
発
表

し
、　

月
納
入
分
か
ら
実
施

１０

す
る
。
値
上
げ
幅
は
ジ
ェ
イ

・
プ
ラ
ス
と
シ
ー
ジ
ー
エ
ス

タ
ー
が
共
に
　
円
／
㎏
以

３４

上
、
新
日
本
理
化
は
　
円
／

３５

㎏
以
上
。

　
価
格
改
定
は
、
今
年
３
回

目
。
改
定
の
理
由
と
し
て
、

３
社
と
も
に
ナ
フ
サ
価
格
が

可
塑
剤
メ
ー
カ
ー
３
社
値
上
げ

フ
タ
ル
酸
系
　
円
／
㎏
以
上

３４

　
自
動
車
運
転

免
許
証
更
新
の

ハ
ガ
キ
が
届
い

た
。「
日
曜
日
は

混
雑
し
ま
す
」

と
あ
っ
た
の
で

平
日
午
後
に
免
許
セ
ン
タ
ー

に
出
向
い
た
▼
更
新
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
、
手
数

料
３
千
円
を
払
っ
て
印
紙
を

貼
り
、
視
力
検
査
の
列
に
並

ぶ
。
８
列
あ
っ
た
が
、
ど
れ

も
か
な
り
の
人
数
だ
。
検
査

に
パ
ス
す
る
と
交
付
引
き
替

え
書
類
の
配
布
で
、
名
前
が

呼
ば
れ
る
の
を
待
つ
。
フ
ロ

ア
に
は
人
が
ぎ
っ
し
り
だ
が

呼
び
出
す
係
員
は
１
人
し
か

お
ら
ず
、
手
元
の
書
類
は
４

～
５
枚
、
配
り
終
え
る
と
別

の
場
所
に
取
り
に
い
く
た
め

待
た
さ
れ
る
。写
真
撮
影
後
、

講
習
を
受
け
、
新
し
い
免
許

証
を
手
に
し
た
の
は
手
続
き

開
始
か
ら
　
分
後
だ
っ
た
▼

９０

更
新
の
た
め
免
許
セ
ン
タ
ー

や
警
察
署
ま
で
行
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
行
き
帰
り
の

時
間
を
含
め
れ
ば
半
日
か
か

る
。
有
給
を
使
い
会
社
を
休

む
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
免
許

証
は
身
分
証
明
書
と
し
て
も

使
わ
れ
る
か
ら
不
正
使
用
防

止
の
た
め
対
面
に
よ
る
本
人

確
認
や
視
力
な
ど
の
適
性
検

査
は
必
要
だ
ろ
う
が
、
あ
ま

り
に
も
非
効
率
だ
。
受
付
や

申
請
な
ど
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に

し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か

▼
自
動
車
運
転
免
許
の
保
有

者
は
　
年
で
約
８
千
１
８
９

２１

万
人
と
人
口
の
過
半
数
以

上
。
こ
の
う
ち
半
数
が
「
ゴ

ー
ル
ド
免
許
」保
持
者
だ
が
、

ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
が
そ

の
半
分
を
占
め
る
。
警
視
庁

は
　

年
か
ら
北
海
道
、
千

２２
葉
、
京
都
、
山
口
の
４
道
府

県
で
優
良
運
転
者
の
更
新
時

講
習
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る

事
業
を
試
行
中
で
、　

年
度

２４

末
か
ら
全
国
で
実
施
予
定
だ

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
テ
ス

ト
を
パ
ス
す
れ
ば
自
動
的
に

免
許
が
更
新
さ
れ
る
な
ど
、

さ
ら
に
工
夫
の
余
地
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。 
（
微
風
）

５
億
円
を
計
上
し
て
お
り
前

年
比
の
約
３
倍
、
同
時
に
普

通
充
電
で
は
補
助
金
申
請
の

簡
易
化
と
交
付
決
定
の
早
期

化
、
急
速
充
電
で
は
高
出
力

充
電
器
お
よ
び
設
備
へ
の
支

援
拡
充
と
６
口
以
上
の
充
電

器
の
整
備
促
進
が
う
た
わ
れ

て
い
る
。
と
は
い
え
、
充
電

イ
ン
フ
ラ
市
場
の
堅
実
な
成

長
に
は
、
規
格
・
規
制
面
の

整
備
や
事
業
者
に
お
け
る
充

電
ビ
ジ
ネ
ス
の
フ
ィ
ジ
ビ
リ

テ
ィ
確
保
な
ど
、
い
ま
だ
課

題
も
多
い
。

　
電
線
業
界
と
し
て
は
、
市

場
の
方
向
性
を
見
据
え
て
、

ユ
ー
ザ
に
と
っ
て
不
安
の
な

い
供
給
体
制
を
準
備
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

に
お
い
て
も
、
充
電
器
の
導

入
事
例
は
増
加
し
て
お
り
、

充
電
ピ
ー
ク
の
調
整
や
機
械

式
駐
車
場
で
の
充
電
な
ど
新

サ
ー
ビ
ス
も
登
場
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
東
京
都
で
は

環
境
確
保
条
例
の
改
正
に
よ

り
、　

年
か
ら
都
内
の
新
築

２５

建
築
物
へ
の
充
電
設
備
設
置

が
義
務
化
さ
れ
、
大
手
デ
ベ

ロ
ッ
パ
も
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン

へ
の
設
置
を
公
表
し
て
い

る
。
　
足
下
の
設
置
数
は
頭
打
ち

だ
が
、
充
電
イ
ン
フ
ラ
市
場

は
確
実
な
成
長
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。
政
府
の
本
年
度
充

電
イ
ン
フ
ラ
補
助
金
は
１
７

（
同
８
千
２
６
５
基
）
か
ら

は
微
増
だ
が
、　

年
の
３
万

２０

３
２
０
基
（
同
７
千
８
６
６

基
）
を
ピ
ー
ク
に
頭
打
ち
の

傾
向
だ
。
ま
た
、
充
電
ス
ポ

ッ
ト
も
若
干
減
少
し
て
い

る
。
　
急
速
充
電
器
の
設
置
は
順

調
に
伸
び
て
い
る
が
全
体
比

か
ら
は
約
　
％
と
少
な
く
、

３０

一
方
で
初
期
に
設
置
さ
れ
償

却
が
済
ん
だ
普
通
充
電
設
備

が
、
稼
働
率
が
上
が
ら
ず
に

廃
止
と
な
っ
て
い
る
。
経
産

省
で
は
「
車
両
の
普
及
と
充

電
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
、
車

の
両
輪
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
良

く
進
め
る
こ
と
が
必
要
」
と

し
て
い
る
が
、
現
状
で
は
や

　
年
６
月
に
策
定
し
た
「
グ

２１リ
ー
ン
成
長
戦
略
」
で
は
、

Ｅ
Ｖ
の
普
及
状
況
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
ガ
ソ
リ
ン
車
並
み

の
利
便
性
を
実
現
す
る
た

め
、　

年
ま
で
に
　

万
基

３０

１５

（
公
共
用
急
速
充
電
器
３
万

基
含
む
）
の
充
電
器
設
置
を

目
指
す
と
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｖ
車
販
売
増
で
高
ま
る
 

充
電
イ
ン
フ
ラ
需
要

　
し
か
し
、
経
済
産
業
省
の

資
料
に
よ
れ
ば
国
内
の
Ｅ
Ｖ

充
電
ス
タ
ン
ド
設
置
数
は
、

　
年
３
月
末
時
点
で
２
万
９

２３千
９
６
９
基
（
う
ち
急
速
充

電
器
８
千
９
９
５
基
）
と
前

年
の
２
万
９
千
４
６
３
基

　
電
線
業
界
に
お
い
て
、
自

動
車
産
業
へ
の
主
な
供
給
製

品
は
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
だ

が
、
昨
今
の
Ｅ
Ｖ
市
場
の
成

長
に
伴
っ
て
充
電
イ
ン
フ
ラ

市
場
の
成
長
も
期
待
さ
れ
て

い
る
。

　
日
本
に
お
け
る
Ｅ
Ｖ
の
普

及
は
、　

年
か
ら
始
ま
っ
て

０９

お
り
、
そ
の
販
売
比
率
は
右

肩
上
が
り
で
推
移
し
、　

年
２２

に
は
大
き
く
伸
び
て
い
る
。

こ
れ
は
脱
炭
素
の
機
運
が
高

ま
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
補

助
金
や
減
税
政
策
の
後
押
し

に
加
え
、
販
売
が
快
調
な
日

産
の
軽
Ｅ
Ｖ
「
サ
ク
ラ
」
な

ど
、
選
択
肢
が
増
え
た
こ
と

が
寄
与
し
て
い
る
。
政
府
が

や
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
る

よ
う
だ
。

　
利
便
性
が
高
く
持
続
可
能

な
充
電
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
お

い
て
は
、
Ｅ
Ｖ
お
よ
び
充
電

器
の
性
能
の
み
な
ら
ず
、
自

動
車
の
使
わ
れ
方
や
電
力
イ

ン
フ
ラ
に
対
す
る
負
荷
も
勘

案
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
高
速

の
よ
う
な
滞
在
時
間
が
短
い

場
所
で
は
、
高
出
力
か
つ
複

数
台
同
時
に
充
電
可
能
な
設

備
を
、
ま
た
、
ホ
テ
ル
の
よ

う
な
滞
在
時
間
が
長
い
場
所

で
は
、
低
出
力
で
ゆ
っ
く
り

充
電
可
能
な
設
備
が
合
理
的

と
な
る
。
特
に
イ
ン
フ
ラ
導

入
場
所
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
の
は
、
高
速
道
路
・
道

の
駅
や
コ
ン
ビ
ニ
、
そ
し
て

集
合
住
宅
だ
。

　
高
速
道
路
の
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ

で
は
　
年
度
末
時
点
で
４
６

２１

０
口
、　

鯵
未
満
の
充
電
器

５０

が
　
％
を
占
め
て
い
た
。
し

５６

か
し
、　

鯵
の
日
産
「
サ
ク

３０

ラ
」
は
と
も
か
く
、
多
く
の

Ｅ
Ｖ
は
　
鯵
以
上
の
ス
ペ
ッ

５０

ク
だ
。
ま
た
、
高
速
と
い
う

場
所
だ
け
に
充
電
待
ち
の
リ

ス
ク
は
回
避
し
た
い
。
そ
こ

で
、　

年
度
は
６
口
の
複
数

２２

口
充
電
器
や
１
５
０
鯵
対
応

の
充
電
器
も
設
置
さ
れ
始

め
、
昨
年
度
末
で
５
４
６

口
、　

鯵
以
上
の
充
電
器
が

９０

全
体
の
　
％
と
大
幅
増
と
な

２６

っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
充
電

イ
ン
フ
ラ
補
助
金
の
予
算
が

大
幅
増
額
、
複
数
口
お
よ
び

高
出
力
化
へ
補
助
額
の
上
限

も
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
既
設
の
集
合
住
宅

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

　
　
年
に
大
き
く
伸
び
た
日
本
の
Ｅ
Ｖ
新
車
販
売
台
数
だ
が
、
Ｅ
Ｖ
充
電
ス
タ
ン
ド
設

２２
置
数
は
頭
打
ち
の
傾
向
だ
。「
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
」
に
よ
れ
ば
、
政
府
は
　
年
ま
で
に

３０

　
万
基
の
設
置
を
目
指
し
、
補
助
金
や
規
制
緩
和
で
後
押
し
し
て
い
る
が
、
集
合
住
宅

１５の
ほ
と
ん
ど
が
導
入
し
て
い
な
い
。
車
両
の
普
及
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
両
輪
だ
が
、
現

状
で
は
や
や
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
。
方
向
性
を
見
据
え
た
供
給
体
制
が
急
務
だ
。

一
方
で
充
電
イ
ン
フ
ラ
設
置
は
頭
打
ち

補
助
金
は
前
年
比
３
倍
の
１
７
５
億
円

食
の
安
全
と
安
定
供
給
に
取
り
組
む

「
ア
グ
リ
ネ
」世
界
初
の
野
菜
栽
培
自
動
化

１８年設立
ＦＡＭＳ

国内充電器設置基数とＥＶ・ＰＨＥＶ普及台数推移
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